
教員チームで授業研究を進める方策

ー生徒の学びを中心に据えた授業づくりー



生徒の“思考の流れ”に寄り添った問題解決型学習による
授業設計をし、「教材研究」を中心とした授業研究をする。

研究の背景と経緯

「高等学校数学科における『授業研究コミュ二ティ』の形成に関
する研究」の継続研究
※科研費「高等学校数学科の『授業研究コミュニティ』の成長を促す理論とシステムの
構築」（東京学芸大学大学院 成田慎之介准教授）研究課題/領域番号 ２３K２２２７５

「事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に
解決し，解決過程を振り返って概念を形成したり体系化したりする過程」
といった数学的に問題発見・解決する過程を学習過程に反映させること
を重視する。

高等学校学習指導要領（平成30年告示）数学編ｐ.９ 数学科改訂の要点 ③数学的活動の一層の充実



１ 「問題解決型学習」を意識した授業の教育的意義
「数学的活動を重視した授業」「HOW TO LEARN型の授業」
への転換を目指し、教え込み型の授業からの脱却を図る。

２ 教師が共に学ぶ「授業研究コミュニティ」※の構築
「授業研究コミュニティ」の持続可能で自立的な質的向上
と、量的拡大を図る。

研究の目的

※授業対象となる単元について分析的研究を行う組織の総称



「問題解決型学習」の授業とは

１ 問題の提示

２ 自力解決

３ 練り上げ（話し合い）

４ まとめ

未習の問題を、クラス全体で解決することを通して、
主体的・対話的で深い学びを実現するもの

・生徒は問題をどのように捉えよう
とするか

・生徒は数学的な見方・考え方を
どのように働かせるだろうか

・生徒の素朴な問いとは何か

発問、考え方の共有の仕方

「問題解決型学習」の授業の構築
生徒の視点に立って
授業を組み立てる

学習の流れ



解説

知識の獲得

演習

演習

演習

教え込み型授業 「問題解決型学習」の授業

単元構想する段階で
探究活動を位置付け

問題の提示

探究活動

知識の獲得

練習 演習

解説
（生徒同士による学び合い）

・問題の精選

・探究的姿勢の
定着

活動時間の創出



・授業前に行う、教材・生徒・学びの構造を探る
分析的研究

・指導案を作る前段階の「問い」の共有
・生徒中心に授業を振り返り、次の教材研究へ生かす

「授業研究コミュニティ」における教材研究

「教材研究」における議論が豊か

指導案作成・授業後の協議に生かされる

「授業目標・発問・評価」が洗練される



教材研究

教材研究の五つの視点

授業を「生徒が学ぶプロセス」として設計

本時の内容と既
習事項、今後の学
びとの関連は？

内容と配列
の検討

Ⅰ

教育的価値
の見極め

Ⅴ
問題設定・提示方法、

教具の探索

Ⅳ

生徒の考えや
活動の予測

Ⅲ

数学的検討
Ⅱ

大切な知識・概念・
方法・着想・数学的

価値は？

生徒の思考の流れ、
問題の難易度は？

生徒の問題意識や新
しい概念への気付き
は？適切な教具は？

人間としての
思考・知恵を深め
広げる要素は？



・事前協議会
※

を複数回実施し、継続的に議論を重ねる。

授業研究の進め方

【Ⅰ 授業前】

「Ⅰ 授業前」 → 「Ⅱ 授業当日」 → 「Ⅲ 授業後」

※事前協議会とは

①指導案作成前に行う、授業の方向性を考える協議会
②指導案検討会



→授業者個人ではなく、
コミュニティで協働的に検討

授業研究の進め方

【Ⅰ 授業前】

学習
指導案

学習指導案における検討事項
「単元観」「生徒観」「教材観」
「単元計画と評価方法」
「育てたい生徒像」「育成したい資質・能力」
「指導上の留意点」「想定される生徒の反応」
「授業者の手だて」「前時、次時の指導計画」

など

「Ⅰ 授業前」 → 「Ⅱ 授業当日」 → 「Ⅲ 授業後」



Q1：なぜこの題材を選んだのか？
→ 教材の価値、意図、課題意識を明確に

Q2：どのような生徒の活動を期待するか？
→ 活動の価値・目標、学びの場面を設計

「事前協議会」における指導案の議論の具体的内容

生徒の誤答やつまずきを予想し、それぞれに対する手だてを
考え、発問や声かけのタイミングについても念入りに検討

数学的な見方・考え方を働かせる活動
「主体的・対話的で深い学び」の位置付け



・事前に観察生徒を分担
  し、 授業の山場や特に

注視する場面について
共有する。

・授業中は生徒の反応や
  学びの様子を観察する。

授業研究の進め方

【Ⅱ 授業当日】

「Ⅰ 授業前」 → 「Ⅱ 授業当日」 → 「Ⅲ 授業後」

A先生 B先生

C先生 D先生



事後協議会

授業研究の進め方
【Ⅲ 授業後】

「Ⅰ 授業前」 → 「Ⅱ 授業当日」 → 「Ⅲ 授業後」

生徒の発言や行動など具体的根拠に基づいて議論する。。

Q1：なぜこの題材を選んだのか？
→本時の教材は適切であったか？

Q2：どのような生徒の活動を期待するか？
→想定外の生徒の反応や活動について

          どうであったか？どのような特徴があったか？



実践例１

単元 数学Ⅱ 第４章 微分と積分
第２節 積分の考え

事前協議会での変容
～指導案作成前・作成過程～

「Ⅰ 授業前」 → 「Ⅱ 授業当日」 → 「Ⅲ 授業後」



事前協議会①（指導案作成前段階）
【本時の目的について】

面積の導入「定積分の計算と面積の関連性」を自分たちで

考えていくことにより、関連性を気付かせる。

曲線でも考えること
ができる？

最初に予想させる？文字OR数字？
図形は？

𝑆 = 𝐹 𝑏 − 𝐹 𝑎 = 𝑏2 − 𝑎2

𝑓(𝑥) = 2𝑥とおく。三角形の面積は𝑥2となる。
𝐹 𝑥 = 𝑥2を微分すると

𝐹′ 𝑥 = 𝑥2 ′ = 2𝑥
となり、𝐹’(𝑥)は𝑓(𝑥)と等しいから、
𝐹(𝑥)は𝑓(𝑥)の原始関数である。

したがって 𝑆 = 𝐹(𝑏) − 𝐹(𝑎) = 𝑎׬
𝑏
𝑓 𝑥 𝑑𝑥

すなわち、面積𝑆は、𝑓(𝑥)の𝑎から𝑏までの定積分である。



事前協議会②（指導案検討会）

（検討会前の指導案）
曲線でも成立することを
どう理解するか？



事前協議会③（指導案その２）

視覚だけ？
グループで

それぞれ計算？



事前協議会（指導案その３）

Geogebraでグラフをかいた後、区分求積
の考え方から関連性を考える

計算に時間がかかる



（最終）

区分求積は履修しない

多くの提案の中から選択



実践例２ 「Ⅰ 授業前」 → 「Ⅱ 授業当日」 → 「Ⅲ 授業後」

単元 数学Ⅲ 第２章 式と曲線
第２節 ２次曲線

～事前協議会での指導案の変容～



指導案１

指導案検討会を５回実施

・単元観、生徒観、教材観
・単元目標、評価、計画
・前時指導案
・本時指導案（目標、進行案）
・次時指導案

指導案２

指導案３

指導案４

指導案５

指導案の変容「初回から最終回」

実施した授業研究では、最初に作成した指導
案１から最終的な指導案６まで、検討会を５
回行い改良を重ねた。
本時の指導案のみならず、単元観や生徒観、
単元指導計画、前時や次時の指導案にいたる
まで入念に検討を重ねるのが、本研究の特徴
である。

指導案6
（最終版）



予習動画
媒介変数表示の立
式方法解説

展開１
ｶｰｼﾞｵｲﾄﾞの媒介変
数表示に挑戦
（予習のｱｳﾄﾌﾟｯﾄ）

展開２
ｽﾋﾟﾛｸﾞﾗﾌの描く曲
線をコンピュータ
上で再現すること
に挑戦

指導案１

検討会の意見
●生徒の考える機会
を増やしたい
●探究的な要素を重
視したい

指導案の変容例①「導入から展開にかけて」
（指導案１から指導案２）

最初に作成した指導案は以下のようなものであったが、



指導案２

予習動画
前時までの復習
など

導入
直線上を動く
ｽﾋﾟﾛｸﾞﾗﾌの描く
図形をモデル化
(数学の問題化)

展開１
モデル化問題の
解決に挑戦

検討会を
経て右の

ように変容

指導案の変容例①
「導入から展開にかけて」
（指導案１から指導案２）

このように大きく方向転換
することも多い。



指導案３

指導案６（最終版）

指導案２

指導案の変容例②「展開１の内容の深化」
（指導案２から指導案６）

指導案の作成段階で、「生徒の取組予想」と「それに
対する授業者の手だて」を入念に準備することも、本
研究の特徴である。



指導案２

生徒の取組予想
→ S1～6

授業者の手だて
→ T1～6

指導案の変容例②の具体「展開１の内容の深化」
（指導案２から指導案３）

指導案２では６種類の取組予想と手だてであったが、

「生徒の取
組予想」
「授業者の
手だて」
の深化



指導案３

生徒の取組予想→ S1～9
授業者の手だて → T１～9

生徒の取組を大きく三つのグ
ループに分ける

授業者の手だても詳細かつ具
体的に

指導案検討会を経
た
「生徒の取組予想」
「授業者の手だて」
の深化

指導案の変容例②の具体「展開１の内容の深化」
（指導案２から指導案３）

取組予想と手だてを９種類に増やし、更にグループ分
けした。



実践例３

単元 数学Ⅲ 第４章 微分法の応用
第１節 導関数の応用

～授業時間中での生徒の変容と
事後協議会の意義～

「Ⅰ 授業前」 → 「Ⅱ 授業当日」 → 「Ⅲ 授業後」



授業で扱った課題１

◇生徒の状況に応じた課題を設定する
→ふだんから生徒の様子を見立てておくことが大切

⇒事前協議会での見立てよりも複数の解法が挙がった



授業で扱った課題２

⇒課題１に影響を受け、簡潔な方法を選択できなかった

◇課題の取組状況によって流れを変える
→分岐のパターンを複数準備しておく必要がある



事後協議会
課題１から２へ、どうつなげるとよいかを議論した

→複数の視点から振り返りをすることによって、

次回以降の授業の糧としていくことが大切



・指導案の事前協議会から事後協議会まで、実践的で意味のある研
究活動ができた。

・生徒目線で授業を考える意識が浸透した。

・生徒の主体性を引き出すための問いや課題設定の工夫するように
なった。

→生徒の主体性を引き出しつつ授業を制御する難しさを実感した。

・理想（指導案）と実際（授業）の乖離をどう埋めるかが課題だと感じ
た。

研究の成果と今後の課題



・教材研究を軸にした授業研究は、生徒の主体的な
学びを喚起する。

・授業研究を「生徒の学び中心」へと焦点化する。

・授業、協議、改善を循環的・往還的に行う。

まとめ

研究協議会教材研究 授業



授業者は「知を伝える人」から「学びを支える人」へ

「正弦定理の証明」
の授業展開は…？

授業者主導
で証明？

演習をひとと
おり終えてか

ら？
まず証明？

グループで考
えさせる？

直角の場合な
ら生徒は証明
できるかも？

共有のタイミン
グや方法は？

生徒はどこで
つまづくか？

外接円はこちら
で与える？
補助線は？

生徒が自ら考え
たくなるような
問いかけは？

どうやって場合分
けに気付かせる？

是非、先生方も教科会などで協議してみてください
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